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京都での建築J:n竹材路地の形成・確認は，戦後災現した。それは~.!ζ ，
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ある

いは庭溺といった，伝統的なものの在在ゃ，竹林の殺諮な夜といった条件が，京都に{JIIjわっ

ていたということによるのではない。それよりもむしろ，次のようなメカニズムに注閉すべきで

ある。

戦後，わが闘の宅建築稲援が増大するi干iで，人工銘竹を中心とした恕舟竹村の関援も増加

した。その過程で，京都lこは，主主竹生染者・銘竹!潤E設をはじめとして製品加工識者が成立して

くるが，京都の路地は，次の 8つの段i狩を殺ではじめて形成・擁立されたという ζとができる。

第1段階…産地の形成:銘竹問屋と銘竹生陸諜者の協調段階

第 2 段階…mi也の再編:銘竹間鼠による製品力11工業者の育成段I~寺

第3段階…院地の郁立:三者の確立段階

そして，銘竹諜者・銘竹間躍・製品力11工業者の 3者が，それぞれの機能を硝概的意欲的に

識障することによって， -販売やf.:制が完成されたところに京都の大きな特徴がある。

1.はじめに

京都は，タケノコや低統的な竹細工のj宮地であるが，しかし悶Il寺に，建築ffl't引はの全閣レベル

での陵地でもある。本論では，こうしたi湿地の形成・確立が，いかなる条件の下に，また，どの

ような仕組みの下に災現されたのかの分析を誠みた。税容の資料がほとんどはいので，附和55年

から56年にかけて，京都の竹材加工議者・流通2義者10数名からの取り;調査t;:災施してとりまとめ

た。御協力いただいた方々に心から御礼t;:r:jlしJ二げたい。

2. 戦前における竹材生蹴と流迎

明治から大IEJ弱にかけての状況をみてみると次のとおりである。京都の商品11也域，つまり現夜
の京都市の間iH5及びiM南部(西京l笈・!向日T11':長附京市)には，大面積の竹林が裕殺していた。

そこから控躍される竹材の大部分はマダケであった。脱税，竹材肢のゆ心をなすモウソウダケ
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は， ~!f寺は主として，食用タケノコ府に栽培されていたのである。マダケは悶竹に過し，当時の

伏見・灘の瓶縛Jfjlj.命竹で，次いで躍下地問の小錦竹であった。その他iζ，躍闘矧材

・ 1倒包j羽材・ iヨ m民1 ・建築j羽*<1・染飽Hl材など，京都の地;場消~I向けのものが多かった。なお，

竹林所有‘農家→仲悶人という生産・流通構造がすでに形成怠れており，次にみる戦前期と ~I~本的

には詑らなかったとj滋われる。

次lζ，昭和戦前期の生産・流通構造1!i?みるとl玄 1のようである。その特般をあげると次のと
おりである O

①京都近郊，丹波・丹後の竹林所有農家から立竹ぞ良い入れ，伐竹して販売したのが仲閑人で

あった。数名の服用野働者を矧いで，年間 1"'"お万*取扱う大手仲諜人が10数名， ，縫議と議議の

小規鱗仲閑人が20"'-'30名程度寄荘した。 ζのj弱には，次にみるように，モウソウダケの生産が増

加してくるが， ζれらイ市民人は，マダケ・モウソウダケの両方ぞ扱い，品事IT.寸法・品質に応じ

て仕訳を行ない，各組問途向けに販売した。

ゆマダケ摺嬰のr:j:t心は，いぜんとして澗将用輸竹であり，伏見や神戸に!輪竹加工業者が多数有5

1:1::した。

@戦前期の大きな特徴は，モウソウダケ住踏ままの増加であり，年i羽生政経は10万来ていどに速

していた。それは一方では，モウソウダケ専門i鴻践を成立させると共に，地方では建築Jfj竹材の
!潟E誌を一部発生おせたという j誌に大きな意味があった。

まず， モウソウダケはマダケlこ比して肉障であり， ifi討久性;ζ協な点で， 昭和問に入ると， 海

• J，~~挺殖!司・定位欄間なと‘の漁業j刊資材としての摺裂がお、増した。漁業用資材は 1 間諮り

の消資単枕ひいては取引単位が大きいため，大恐の供給が袈求された。京都近郊には，すでにタ

ケノコ舟のそウソウ竹林がかなりの関税で硲夜していたし，又， I怒伐竹の形で述年生1濯が可能で

あった。閉山地域(邸宅Eの向日市)I乙，主として7ff.¥諮問モウソウダケを大裁に取扱う大手間態が
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2自成立し， {rド畏人から銭荷して，悶鉄賀市を利用した大滋出荷が行-なわれた。 をはじめ

として，伊勢湾沿岸地方がな販路允であった。

次lζ注自ずべきことは， ζ の頃から，モウソウダケ~利泊した人工銘竹獄1)が主主躍され始めた

ということである。とくにfJJ竹2) は，大ミからH自和初期にかけて，問IlIJ'lfl域(現住の滞京臨)

• f誌作おれ，しだいに商品として販売されるようになる。生態・仕入専門業者 2"'-'3名が

発生するのもこの演である。

ζれに対応した銘竹問屋発生の過程は次のとおりである O 明治・大正却jのところでも見たよ

うに，京都でよ出場消費される竹材には，賂閥j:f:jや建築p日など各践のものがあり， これを供給した
のが市内の加工小売業者であった。通称「竹原jと昭ばれ，伸長{人から長尺もののまま仕入れた

原竹を，用途;ζ合わせて加工(ミ12切・削・さらし・ i泊り修;正・綱方11工など)し，完成i誌に近いll~で

小苑減宛した。 I府和初期になると，これら「竹路」の':1=1カ3ら，建錦j苦竹材商ぞ宥較にして，東京

ぞはじめとした会問f各地の竹材鴎・銘木浦に創i施を行・t;r.う11，日殿が 1"'-2自発生ずる。ただ当時は，

いぜんとして，竹材の加工部門を持ち， {ほ名かの加工職人ぞかかえていた。そして，聞は!地域で

~ti8fされはじめた flj竹を限り扱い， ζ れぞ 1 つの販売戦時商l誌として，会関を販売先とする銘竹

卸間騒へと膝|摘しえたのだとJt!Aわれる。現在，サラシ竹3)陵地として知られる滋賀践近江八1橋市

も，この頃から強緩i.!?はじめたようで，京都銘竹関親は， ζのサラシ竹もかなり取扱ったようで

ある。

@京都躍の竹材は，以上の他に，溺骨・ 1ちi市.Jらす・すだれ用の原材料として地元で加工され
たし，*t;こ，他府日誌の各特接地へ原料料として供給された。当時は，用途からみてもまた地;毎日
からみても，京都の竹将は広範な摺裂に対応していたのである o 従って，会封くからみれば，知~主

用竹材の比震はなお{届く，これが京都における竹材の中心的な位慌を占めるようになるには，戦

後まで待たねばならなかった。

3. 竹材需要の変化とそれへの対応

戦後，竹材館現が激しく変イじしていく中で，左往践・流通構造もしだいに変化ぞ余儲なくされる

が，しかしそれは，京都の強襲用竹材産地が本格的に形成されていく過程でもあった。

1) n現神間・漁議用竹材裕の減少と対応
行~q;陣lζ代わってガラスぴんが使用されるようになるのは，戦後間もなくのことであった。それ

に伴い，当然のことながら，潤神間輸竹の溺裂は減少から消滅へと向かう-15，昭和初年寄iよりマ
ダケの開花!ζ伴う立竹の枯死によって，京都近郊のマダケ竹林は全滅にJlIぃ大きな打撃を受けた。

?Jz1乙，漁業用資材として大抵に街裂されてきたそウソウダケにも，昭和30年頃より変化がはじ

まる。その~H は，ぬき長用資材の分野にしだいにガラスやプラスチックが進出しはじめたこと。

節i2は，多少推測も交えていうなら，この民から九州・悶悶・ド1"応|地方より，漁採用資材として

のそウソウダケが，大泣かっ1Z:1milζ供給されはじめたということである。こうした代終材及ひー他

産地材に対して，京都政モウソウダケは指fi絡的に対応しえなかった。というのは， ζの明から，

花開・角竹・図I訂竹・ゴマ竹といった付加!術館の高い浦!日の生践が増加するのであるが，これら

はいずれもそウソウダケを原竹とするものであった。従ってモウソウダケの立竹揃絡はさ当然の ζ

とながら上昇し，大泣かっ安価な供給が要求される漁議用資材の供給からは撤地せざる&得なく

なったと思われる。

以上のようなマダケ及びモウソウダケの街給の変化に対して，今までこれら役中心;乙取扱って

きた仲良人や流通扱当染者は，どのように対臨したであろうか。戦前からマダケ・モウソウダケ
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を取扱ってき7こ{111J1t人M氏は，各搬用途向のマダケを求めて，近悦・閥隣・ 1111器地方へ"fL竹悶付
lζ滋f:tlしたが，いずれも全く一時的なものに終った。それよりもなしろ，単なるJI竹の肉付け，
伐竹販売を行う{r!lJJ!i人から，銘竹住践に乗り I:Hしたことが，よりぎ立裂であろう。昭和25伴にfiJ闘

部竹ぞれ 30年にはゴマ竹の生践を併j始した。販路間では， 30年に大阪へ， 35年には東京へのj現時

を13財布した。こうしてM氏は，強鍛!背竹材とりわけ銘竹類の路・販路へと転換したのである。

このような倒は地の仲間人にも多くみられた。その中には，後にもみるように，銘竹1勺法業者lζ

純化するものの地に，銘竹搭{を探材料としてj日i加工を行う製品加工議へも進rJ:¥するものがあらわ

れる。戦前からの仲良人は， 戦後の銘竹生E官業者や製品加工業者の大きな母JJ合となったのであ

る。

次l乙，モウソウダケ噂11うj瑚践のうちの一時は，昭和301手頃には京都近郊だけでなく， [111啓・九

州地方へもそウソウダケの立竹斑付に逃i却し，漁業用，決議開資材として， j]還付先から却こ消

費地へ出荷した。しかし，すでに述べたような名鵡の袈閣によって，こうした践議用資材の取扱

からは撤退し， しだいに建築舟竹*'.1の比窓奇高めていった。?段、業用資材の取扱は 45却に中止し

た。{Iizの 1Jおは， 30年には明くも銘竹生館業者へとさを罰転換した。

このように， tf.\l議舟を中心lζ大践に綿製された京都のそウソウダケは，以後，主lζ強~mの銘

竹妓楼へ訟速に{国斜していくのである。

2) 建築用竹材ー需要の増加(数寄盤強誕の近代化との

昭和30年以降，とくに高度経済成ι民期以降において，わが悶の住宅建設戸数は大巾な増加4告示

した。それも一方では， 1現民所得の務突な増加によって，以前よりもはるかiこ住関壌の質的側首i
点ぞ縫いた住宅が求められたのである。その質的な嬰求が態築用竹材開援につながっ

は{可で、あったのか札わが悶の|昭和知宅慾築史とかかわらせて，少しみでみることにする。

わが関の伝統的な建築， つまり数海態・茶おといった怨築の手法を伝え，維持してきたもの

に，数字設大ごj二という技能的な大工ゃ椀識がいた。こういった人述は，現在もなお活路を続けて

おり，そこで用いられる法統的な議材の一つに竹材がある。しかし ζ うした古典的・技能的な大

工や棟梁の系列ではなしに，近代的な建築家ゃ設計宅?によって，数寄j塁強誕の近代化が試みられ

たのが，昭和のはじめであったヘここにはじめて，数窃嵐建鎚が従来のi悶艇から離脱して， 近
代強築家の近代粉:j.rllt乙よって再生ずる ζとになったのである。そして本論との関連で注目してお

くべきことは，そのi羽根で，建築素材そのものが持つあじわいぞ生かすことにも充分な燥がな

され，そういった材料が求められたのであり，竹材もその 1つであったということであるめ。

そして， iとりわけ!被後において堀口惜日・谷口市郎らも合めて現代数寄E誌の伝統が明確な形
ぞ結ぶにヨきるのである。 J6)それはまず，有名人の大部宅7)~をはじめとして，来、i事8) .ホテルめな

どに;illn合を見い出した。しかしそれが，大邸宅や旅館・ホテルといった規模の大き
制関lζj上っていたとしたら，わが悶戦後住宅史においては，さほどの怒l床は持たなかったはずで

ある。.ただ，昭和:130年代には，そういった現代数得患の手法が，一般住宅にまで拡大探j刊された

ところに大きな窓l床があるのであるo ぞれが，一般{住宅に探mされることになった盟問冶あげる
と次の 2点になろう O

筋1点・…・・住宅環境の感佑と との結合

~2点H ・ H・現代数寄援のディティール(詳細i関)と窓iぽの一般佑・容鋭化

~1 点についてみると， i数寄・路の関閣は全体をつらぬくプワンシプノレぞ持たぬ ζとである。

いってみればそれは部分のJ二に立つさであり，部分の構成服部ではあっても全体安符ずる構成

原現で、はとn、。そのフレキシピリティがあればこそまた数寄隠はお11郊にも， 認l兵や槻の窓怪に

も，あるいはささやかな玄関脇のあしらいにもたやすく躍ることができ，近代の新しい症を毅符.
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ずることができたといえる……。jlO)つまり， 数寄・躍盟1舗は元来， 必ずしもトータルとして寄宿

しなければならないというものではなし部分に分割しでも充分に滋l球告もつものなのである。

そこでその手訟は， r1D60年代の後半以降，都T!Jの小説宅が外に向かつて限された刊百Jとして
;認識されるなかで，あらためで桟宅の空間構成の裂な手段として贈るのである。Jlllこうして，
都市松宅そのものの環境課イちと急激な洋風化という状況の中で，現代数寄E誌の手法が，者l~分イむさ

れて縦横に駆使怠れることになる。

~2点について。伝統的数寄滋建築が，近代建築家によって現代数寄践という形で再生主れた

いうことは，数1好感の手法が特殊技能をもっ大こじゃ機訟の独占物で、はもはやなく，一般の建築家

や設計者にとっても，はるかに身近なものになったということである。それは，一般化・客観化

されたディティーJレと諒肢が，近代殻築家によって用認されることによって実現された。

こうして昭和初年代目、l九数窃践の手法が一般住宅にも採り入れられ， 小さな床の閥舎はじ

め，都jや建具や玄関脇のおさやかな部分にも朋いられた。総統的な数寄践の沼裂な諜材であった

竹材は， ζζでー寄生lζ摺裂が増大することとなる。竹材の中でも，とくに角竹や1Z1菰i竹・ゴマ竹
といった，人工的に成型・加二ζしたものが， I米の|瑚材として街頭されはじめた。それは，そのEえ
から陪じく数寄爆の議材であった踏丸太が，人工的な力IlJ二を施した人工絞丸太として大盤に使わ

れはじめたことと，ぎなく軌をーにするものであった。その滋味で，これら銘竹はすでに本来の銘

竹ではなく，人工的に作り出した括弧っきの「銘竹jになってしまった。しかしそれは， r銘木や
奇木のあしらいを拝し，ディティールを純粋の形態の問題に還元することによって災現した12)J 
現代数寄躍であったからこそである。一般住宅への手法の拡大が，本来の銘竹よりもはるかiζ

安部な紫材在求めたから ζそ，人工的な「銘竹jであっても何ら開館とはなりえなかった。それ

どζろか，本来の銘竹に比べてはるかに抵践が可能な人工銘竹であったからこそ，はじめて諮裂

の鉱大に対応しえたのである。そして後にみるように，人工路竹から:児lζ，新建材l乙近いよしボ

ード13)・貼加工品川ゃ銘竹合桜15)などへとつながっていくj島根が，こ ζで準備されたのである。

4. 建築用竹材産地の形成と確立

京都において，戦後，建築用竹村陵地が形成・確恋されていくのであるが，その過1誌を次の 3

段階に分けて見ていくことにする。

1制約(戦後""1田和30年代後半まで)

陸上自の形成:銘竹問題16)と銘竹生産識者の協調段階

第 2 段I~雪 (1昭和30年代後半"'-'40年代米まで)

陵地の再編:銘竹間盤による製品加工設者17>の育成段1特

務 3段階(昭和40年代米以降)

牒地の確立:三者の碗立段階

1)第1段階(戦後~相手1130年代後半まで)

路地の形成:銘竹間鼠と

現在，京都市内には建築用竹材を取り扱う ll~1l売開臆が 6'"'-' 7 J;gY:f在ずる。このうち 1'""-'2 J;liは，
すでに述べたように戦前段階で発生したものであるが，あとのものはすべて戦後主としてI協和初

年i裁に成立したものである。その成立過程を具体的にみてみよう O

問躍Aの例:戦前はJJWI守会仕入れ，市内向けの各ID1FH途|向きに自家力[1:::にをして小先l坂宛ずる，

いわゆる であった。昭和25年頃からしだいに建築用竹村の比涯が潟まるが，いぜんとし
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て市内向げの小売りであった。 30年代前互いからしだいに地府県肉11販売が崎加すると共に，京都

問rJj地域で生躍されたjな竹やj羽溜竹といった銘竹類の取扱いが中心となっていく。 30年頃まで、は，

銘竹霧iのサラシ加工(概 I~仕上げ)ぞ!当12:1で行っていたが，それ以降はしだいに加工部門恐縮小

し，流通染者へと純佑していった。当路は30年代に急速に経常規模を拡大したようであるが，そ

れも ζれら銘竹類の取扱によるところが大きい。

おの例:四rJl地域の仲良人の系諮をひく議者であり，市内で竹材小売碕をはじめたのは昭

和120年代の前半であった。当初は主として，京民Jj授業者向けの悶材喜子小，克していたのであるが，

初年代前半からは，しだいに建諮問材の詑設がまる之共に， 1販路96は金j識に及ぶようになる。

とくに角竹ゃ凶弱竹といった路竹の取扱いが増加した。 30年代には， iITf 111地域の銘竹主主j滋諜者や

生躍す設2誌に対して，角竹誌のための木仲代金や，関西竹生産のための毅品代>r?負担してまで銘

竹類の仕入れ確保に努めた。とにかく「仕入れればいくらでも宛れる。」といった状態であった。

ただし間経自らがタケノコや点竹を貿って角竹往路や岡国竹生産ぞ行うことはなかった。これら

の生躍のためにはタケノコや立竹段捕での探約的な労働と管親が必裂とされたので，流通を担当

する問j践にはおUJ誌なし栂ないことであった。

問騒Cの腕:すでに昭和初期から寄在していた，京都でも最も干甘い問屋空である。大正Jmには，
iW内向げの竹材小売業主??訴んでいたが，附i和5(，予をl:Jiとして， しだいにこのころから生践がはじ

まった銘竹(角竹)を取扱はじめた。賊路も東京を中心とした。戦後初年代前半になると， 1宅j竹

及び関i百竹の取扱いが本務兆した。なお， 20年代には， iliJ百iきらが$E竹買いをしてゴマ竹佐藤を
行ない，これぞ原材料として建築用の貼加こζ製品(締総など)ぞ市内の説者に下諮加工怠せてい

が， 1説的にはそれほど多くはなかった。しかし401手頃になると，乙のゴマ竹生imからは搬送した。
すでにお年に， r討議之サラシ力rl工部門も限叙した ζ とと合わせると，当防も ζの墳には，流通識者

としての純イむの方向をたどっていたことになる。

以上のように，矧和初年代というのは，京都間山地域で、主主践される角竹やIzl描竹といった人工

銘竹を中心lζ取扱う ζ とによって，会悶各地l乙御苑を行なう，純粋の流通識者としての銘竹黙i騰

が成主主ずる時期であった。とりわけ，l¥.防8胞といった議rr興開躍は，銘竹の取扱い捻ia?不断に増
大させて，急速に成長をとげた。そしてこの段階で災現された資本諸税は，やがて次の鈴;2段階

における間態の積締約な行踏を支える ζとにもなった。

京都閉山地域では，すでに大正JVl米に角竹生院が紙みられ，昭和初期には商品として販売され

た。ゴマ竹は悶5fj120年代に，児;ζ関I出竹やfrjI羽部竹の生撲は30年代に入ってから本格化レたよう
である。究l竹主主産のためには，それに過したタケノコの選択と木枠入れ技術，そしてタケノコの

成長に応じた水炉ibの集約的なi;雪国技術が必要である。又，ゴマ竹生践には，その趨竹の選れと伐
竹のタイミング更に毘Ií前竹搭iの出践には，図国入れ技術と Izl硝入れのIl~:j錦の選び方，三それに伐

竹後の磁 I~l技術といった，数々の高度な技織が袈求される。しかし京都西山地域では角竹の生産

以来，康染者や~t:臨農家の絶えぎる試作と改良によって，こうした銘竹生践の為のJ刻Ifj はすで

に総立していったといってよし、

30年以降，モウソウダケia?原竹とした角竹・間四竹の生離が本給化するに1!joい，戦前からの仲

良人やモウソウダケ問躍が，この銘竹主主援に競って参入したことは，すでにみたとおりである。

銘竹間滋が仕入鶴保のために，主投踏資金の前ii'をや一部負担ぞ行なった ζ とは，竹林所有者が新た

に生産染者に移行する契機&勾・えた。こうして，京都関IU地域には，規模の比較的小さい生産業
者が多数形成されたのである。そして30勾代中諮問までは，生菌':[dれた銘竹矧のほとんどすべて

が，京都の竹材1荷とりわけ銘竹11A=j践を?続出して会関に瓶，克おれていったのであるο まきに， PlirJj 

の銘竹生業者と銘竹i潟援とはー休となって構月期のゆにあった。このii日者の協調関係が，京都
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という建築用竹材綾地を形成せしめた大きな製閣である。

しかしこうした銘竹生産ブームの中lζは，すでに次期への1低換が壌備されつつあった。数多く

の西山銘竹強緩業者のり1から，販路倒絡の有利さによって，京都銘竹間躍を経由せずに，斑説大

i授銘竹間盤15)や東京の銘木市iisへ販売する者があらわれた。その具体関をあげると次のようであ
る。

。昭和35:i:F，生産業者乱は主要j販売先在京都問鼠から大阪間躍に変克

。昭和初年 8名の主主牒議者が京都銘竹佐藤合協!司組合li:設立:l.t， 年 2問東京銘木市場lζ共潤出

荷。 ζれ以外にもこの頃から各樹人がili:場へ出摘しはじめる。

。昭和40年，主主践諜者bは，ヨ3袈j限%うもを京都開腹から大i鋭閥躍に変~。

こうして，京都問擦と銘竹生践識者とが一体となった協翻体制に百しれが按じはじめる。京都控

モウソウダケ以外では銘竹控離はbずかしいといわれた独点的な鴎品を中i!q!iとして，京都関脇は

その地{立 li:~いてきたのであったが， ζζl乙 ， I文部銘竹関経はがjらかの対応脅迫られる ζ とにな

った。

2)錨2段階(1昭和30年代後半'""-'40年代米まで)

!選地の再編:銘竹間践による製品加工業者の育成段階

30年代後半からの京都銘竹悶躍の独i当的な地位の勃捕は，彼等lζ様々な対Jilむをとらせる ζとに

なった。その謀本的な方向は，角竹， r頭部竹に片得りすぎた商品構成から，より多様な]留品構成

へ転換し，強築用竹材の総合間鼠としてi設関する ζ とであり，その*でもとくに，力IlJご製I弘(竹

材li:麟材料として加工して付加価総を踏めたもの〉の拡充に力点をおくことであった。節1段階

では，ずでκ関111地域に生遊技術が略立しており，そ ζから生態されてくる銘竹類似坂するだ
けでよかった京都関脇であったが，しかし，総合Il司鼠へのj良開に当っては，問陸自らがそのため

の法挫づくりを行なう必~があっ 1':'0

{時鴎Aの;場合:

①昭和30年代後半以降，滋賀県近江八幡諜者から新たにサラシ竹ぞ仕入れる。

③40年頃から，閉じく近江八幡諜者から調根喜子仕入れる。これは①の諜者自身のサラシ竹売上

が不j援となったため，ムjBが技術指導脅して1.副長生践技術H断認定せたものであり，以後現

在まで取引は続いている。

@4O:tI'ô頃からよしボー iごやJts加工品の取扱いが増加してきた。 451~三には，京都市内の 2~ちの製

品加工業者をA)高等閣のような形で系列化レ， この両者によしボードやj的加工品4在住醗させ

た。以後，掠月一定殺を{:\;入れることになった。これによって， A胞のよしボー!ごと J~5加工

品の取扱散が増加すると共に安定した仕入れ制的i保できるようになった。

Q)45年頃から，溜住市用の台湾麗小持竹仏大阪梁者li:i混じて仕入れ， ï~~E級品だけではなく，

並品I1竹材の取扱いにも進出した。

@3u年代後三|まから，東京銘木市場へも1'tH説的;乙出荷して，東京進出の氾がかりとした。そして

45年には，関東方院へのj販売拡大拠点として，東京木場の銘木卸売センターに出自進出し

た。々お東京方面へは，とくによしボードの販売が者1認し，この期のAJ;.t:;の主力商品となっ

Bの場合:

CD昭和40年，滋賀県近江八111品業者に， ブマ竹根付;議~うに さ4才虫台めた。 B)dl:J:もとも

と，甘から怒矧剣士入れていたのであるが，慾類の部盟増加によって， B);討が技術指導

をして近江八|播諜者に新たに生江主させはじめたのであるο

@I司じく 40年~i。これは BJI5だけでなく，京都銘竹間騒のかなりの部分にあてはまることであ
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るが，よしボ… iどの加工について各部:の指導・アドバイス安行なって，やはり近江八憾諜者

主?始めさせた。これは後，しだいにとット商品になり，総経も大巾に増加して， 40 

年代の京都問践の主ゴユ商品にのし上がった。そして何時に，近日八i稲T!jは，よしボードの一

大住踏地となった。

@40年代前半，後に述べるところのjJJi111の加工業者B応が開発した竹欄簡が一時ブームとな

り， B)おもこれをかなり取扱った。そのブームは 5.........6却で平くも下|昨をたどったのであ

るが，これが一時期ではあれ， 40年代中裂の B)おの車力高l拾になりえたというl誌では，大き

伝説!沫をもつものであった。

@すでに20年代から， jJ]111地域では一部，ゴマ竹を原材料とした品!?力IIJ:製品が作られてはいた

が， ζれが本格的iζ生践されはじめるのが， 30年代後半から40年代はじめにかけての ζとで

あった。それまで免竹・岡部竹・コV 竹などを強践していた銘竹生態識者が， ζの貼加工へ

選出した例が多かったし，又その後，貼力11こ仁数者から分離独:なしていく例もみられた。前者

の;場合は，概して銘竹生産業者であった段階から，京都銘竹間腐とi国定的な取引をしていた

者が多かったようで品うる。彼等は，砧力n工への進出過程では，京都問題の技術指鴻や取引上
の{陵i現役受け，京都関脇との関係ぞ…開強化した。 ζの頃lこ沼自は 3:d， AI百は 2名の貼力11

こζ諜者を系子IJ下においた。

以上みてきたように， Af6及びBI自は iiEtiMNl)JX;の多機イむをはかるという器本的な方向の下
に，各聴の加工技術奇特競地から移植し定殺させると共に，地加工業者主?続極的に育成してこれ

を系列化した。それと同時に地方では東京t.i?f4:!iむとした販路の拡大と販売肢の増加をはかっ

た。よしボード・;窓獄・ 1副長については，主として近江八幡読者に技術移櫛をしてその加工生産

ぞ分組させた。しかし，貼加工品については専ら京都において製品加工識者ぞ脊成し系列化した

のである。

j由加二日乙は，原材料として銘竹~~H合使用するものの，その加工住践には銘竹生態とは全く興っ

た技術が必裂である。すでに京都には戦後間もなくから，このItS)JIL工技術が開発されていた ζと

が，その技術的基盤となった。その後，踏襲の;階大に支えられて， Ilr'i加工識者の従議員が分離独

立して，新たなj治加工議者令}l~成していくという仕組みによって，京都における加工技桁の拡大

1苓主主訟が行rなわれ，加工製品の致活2体11iUが形成されるのである。

さで，京都i潟践が;m綴的1[1弘揃えを鼠みた商品の中から，いくつかのとット商品が生まれたの

でめるが，まず， 40年代中濃聞には;窓類の売上げが頭打ちとなる。続いて46年頃からは，

の安価な水膨欄間が大f設にil1IJti入されはじめて，それまでj閣制に販売されていた京都産の竹繍賂は
大きな打曜を受け，以後急速に生産が減少していった。更に40年代後半になると，近江八幡のよ

しボード加工業者の中から，京都間態を経由せずに直後東京閥践へ販路ずる「頭越し販売Jがあ
らわれはじめ，京都将殿の売上げに静観jを及ほし始めた。 30年代米iζ，銘竹産業者がjな竹・ l笥

ITÎI竹の訪~越し版を行ったのと j司様の現象が，当 11寺の京都問題の主力l同日1であったよしボー iどに

も生じたのである。こうして ζζで待ぴ，京都ri{l践は伺らかの対応を迫られる ζとになった。

3) m 3段階(昭和40年代米以持〉
自の確立三者の:rI{ri立段階

京都における， I協和40年代米から50年にかけての故大のl待機は，銘色合;肢という新製lvlの開発

であった。銘竹合板というのは， j'gITui竹・ゴマ竹・サラシ竹の表I訴をスライスしたものぞ合板の

上i[~長りつけたもので，いわば竹の特殊合板である o 従って， 7(;11:材，材としてはもちろんの

こと，床材としても用いられる。とくに天井材，挫Jせとしてj有いられる場合には，化粧材として
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のm途であるので，日iえりつけられる夜間材が良質な竹材でゐることが探求される。これの加工に
は，貼付加工の技術が必要であるが，すでに京都にはブマ竹のJIt5加工品奈生践してきた災私立があ

り，そういった技術の瀦績の上に虫って，この銘竹合;肢がまれたのである。技術的にみれば，

この安g竹合披加工は，京者151瑚殿の系列1ぐにあったj出加工業者が開発したものであるが，それの誠
作・改良については，京都i間鼠の開発資金援劫があったことを主主れではならない。 ζの銘竹合板

開発の意味は，銘竹狐の端村が合期的に利用できるようになったことにも見い出せるが，それよ

りもむしろ次のことがより主要である。

京都の竹材i沼地から全i設に対して販売されてきた建築問竹材は，銘竹獄J乙典恐!的lζ規られるよ

うに，床校・床j援・躍し掛け.;fl~~;設・滋木といった内装材のiやでも締としての部~;;j'rζ限られてい
たといってよい。それが京都潤巌の噂に基づくよしボー iどの目的きによって，天井材をゆJむとし

た部材としてのm:途ぞ見い出した。しかしその名にもあらわれているように，これはあくまで滋
賀県立をのよし冶原材料としたものであって，京都の銘竹類とは般に関)主ぞ持たない商品であっ

た。これに対して，銘竹合板は，銘竹強制京材料として天井材はもちろんのこと，援材や斑には

床材としての用途舎も対象として， TI副司としての用途ぞ一挙に拡大したのである。その意味で、昨1

竹合放は， iIII材としてのよしボー!ごの延長上にあるとi即時に，地方では京都の銘竹d::giH支那とjb!i

加工技術の統一されたところにはじめて I:B~1!したものである。 ζ れを人格的にみるならば，銘竹

生産業者・製品加工識者(J~訪れコ:裁者)と， とくに後者を租概的に育成し， しかも新建材l乙近い

商材としての用途id?~ID桁してきた京都銘竹間践という，ミ三者による結晶作であったといってよい。

よしボードをはじめとする商品の路上げが杯競み誠打ちとなる中で，この銘竹合J阪はいぜんと

して売上げをや11ばしているのである。

では ζζで，京都銘竹間擦の現状と， その中での銘竹合板の枕躍についてみてみることとす

る。

問殴ムの場合現在の売上構成は，銘竹合披とよしボー!ごを合わせて27%とトップであり，以

下貼加工品が17%，THヴ・陸nm竹類119百，舟装用竹材(巡作材)11%と続いている。銘竹合板・
よしボード・貼加工品といった， 40年代以j燥に伸びてきた商品が50%近く fEおめでいる ζとがわ

かる。年硲数儲丹で，京都銘竹間E誌の中でも閥指の;腕;艇である。主な商品の仕入うもと版先は表

-1 のとおりであるが，その特徴~あげると次のようになる o

φよしボー F・銘竹合板の{:I:入先であるTI7内の!WMMJI1工業者は， fI到来日45年l乙当iJおが系列化した
議者であり邸宅Eも間定的・安定的なmU!J1id?行なっている。

φ;筋線類の仕入先の近江八幡の加工諜者も， 40年頃lζ技術指導脅して宵成した染者であり，現

読まで1&.131が続いている O
@台湾訟の説日1の小部竹を取扱っている一方，京都市内向けの強製剤竹材として，かなりの潟

級品を取扱っている。市内向けのほとんどが，有名茶室大工ないしは数寄盛大工であり，そ

ζで用いられる竹材は，厳選された高級竹材に限られるからである。 ζうしてA践では，

級品から立fZ~jjllまでの各稿の態築j有竹材 ïd?r!J広く取り揃えて，関東・*海15閣を中心lζ版践し
ている。

3の場合邸窃の二構成は， 銘竹合板とよし;j-;'… iごを合わせて 30%，It1i加工品 12%，

frJ竹・ i週間竹類10%，叡獄10%，ゴマ竹類10% と続き 3 イ立までの 1二位ぞ 1~1 めるのは，やはり，

銘竹合板・よしボード・ j出加工品の顕である。 BJi5も年荷数徳内の大手間際である。な商1日1の

{:I:入・ l坂宛先については表-2のとおりであるが，その特徴をあげてみると次のようになる。

①よしボードの仕入先は，いずれも B)おがアドパイスをして躍をはじめさせた近江八瞬業者

である。
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商品草n綴

j省竹・ 2ド竹

関節竹

コe マ 竹

サラ シ竹

よしボー!と工・銘品竹類合絞
JlI.J:l.m 

必P 竹

i双 淑

商品総獄

角竹・~lZ竹

~1 溜 竹

ゴ マ 十ウ

サラ シ竹

よし水、ード

銘竹合絞

j約加工品

小 弘事 竹

;国 絞

表…1 A}苫の仕入うも及びfi反宛先
(1) A}苫の百五!日1別仕入先

仕入先(地域) 仕入先の形磁

年間京jlIjIPJiI1!70%
仕入
175:1¥ζ 銘竹市宛30%

加工業者・淡家計叩名

京都商IJJ地域 加工芸提言者 10}高

滋災以近江八締ili 加工染者 5};S

京都市内 加工談者 2}苫

台湾(大阪経由)70%

調…此)大分府 205活

f込!筒Tli 10% 

京都市内 加工 3総務 1}苫
近江八幡市 加工業者 1}苫

(2) ム}l~の商品別j波宛うも

販路先(地域) !販売先の形態

'1 T夜 京 40.9百

東海 25%
!j銘木間緩

関l1!i・ 1相関・九州 15% 
小売業者

北海巡 10.9百

京都市内 10% 

小錦竹業者4};s
;京都市内 505労 造閣議者(j潟級品)

50% 銘;;fミ}潟

@銘竹合板・ j坊加工品の仕入先は，いずれも京都の製品加工業者であり， Its加工品の新商品や
銘竹合;阪の加工におっては，B}j芸が強力な資金援助をした。説者でも器定的な取引を展開し

ており，その中の…梁者と共闘で，銘竹と鴎丸太と令組み合わせた新製品の， 32関格子-eツ
ト岳部発し，販売ぞ始めている。今なお， f悶践のアイデアと製品加工諜者の技術は健様であ

る。

@怒額の路上構成が比較的高いが，近江八|繍識者からは等らゴマ竹縁村‘:容のみぞ仕入れている。

ζれはB活が技術移植ぞ行って育成した諜者である。そして商級品はいぜんとして倉吉か

ら，加注J誌は京都市内の加工識者からというように，間じ怒類でも よって仕入先

が興る。

@建築用の竹材については，とにかく揃えていないものはない，というようにさを悶から校入れ

寄託行い， I弘揃えは完践でめる。 j坂先は関東，北Il?'&地方が中心である。

間接Cの場合::j}U:Eの路上構成をみると，角竹.IZJ崩竹鎖が27%で首位ぞ占め，以下，よしボ
ー!ごと銘竹合板を合わせたものが20%貼加工品が13%と続いている。先のA脂B脂と比べると，

角竹・関西竹類の割合が際立つてi若いことが大きな特徴である。戦前からの老舗銘竹関躍でみる
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公-2 BI自の仕入先及びlUx?!C先
(1) Blliの術品別仕入うも

クロチク

i
 
i
 
{
 

手5・商品 fill築費

角竹・Sjl.竹

i対商竹

よしボード

銘竹合板

Jtli力11 ::c 1¥"j11 

仕入先(地域) i:1:入うもの梁綴

淡業支{t~絵加工業守~51Ei 

加工業者 51お

3注者 51;!i

サラシ竹

業者 3);1j 
ilI 内

京都商 ~IJ 地域 力11 ヱ染者

和1欽山y込[37k~ /ltr 取扱染者

近江八橋市 加工

JJ{ 都 I;f;] J& j及

3ヌ 制目 可1 i勾 ? 
京都 I甘 rJ3 

ブマ竹 京都閉山地域

近幻:八幡市

女竹

天然ススダケ j近江八峨市

加工業者 京都ーモウソウゴマ竹

八幡ーハチクゴマ竹

加工業者 ゴマ竹縁品のみ

加工識者 別注ぬのみ

加工染者 天然スス竹i潟級品

近況八 i阪市

怒 類 i京都市内
ィ金子 乞1" ~l •• 
A丘f=l IIJ 

(2) BI者のn反宛先

販路先 制合

続

30% 

25% 

販路先J!IF数 1001占

銘:;f三官官・主主材業者r:f:t心
川
以
…
北

京

関関・ i十I[羽・九州 255百

東潟 ;ω
芯京〈 都 計市1 内 ω0% Z 

が，年商約H也円で，ム脂Bfdと比べるとかなり規模は小さい。従諜Jえは，戦前は 5人いたので
あるが，戦後から48年までは 3'"'-'4人となり，それ以降は 1人となった。又，保管倉部も昭和26

年以降ほとんど増錯していない。戦後OJおも加工部門をしだいに切離してきたために，その分だ

け従業民の数が減少したことは織かである。しかしA践Bfrsが昭和30年代以降，とくに40年以降

倉郎の増築を繰返し，売上高是著しく {~1 ばしてきたのと比べて， ζの0);5はその{Iれ践がほとんど

みられないのでみる。

その:設は主に次のような接関によるのではないかとj忍われる。つまり， Ofr~~ は40年代以降，取

扱いT/:IjI!ftIlの中ilililをあくまで角竹・関商竹の瀬に薩き，よしボード、や銘竹合板の取扱いには余り積

j滅的ではなかったということである。それは現在の売上構成にもはっきりとあらわれている。 ζ

れぞ寝返していうならば， 40年代以降，規模拡大を突視したのは， AJ百やB};5といった，よしボ

ーiどや銘竹合板を街縦約;乙取扱った関盤であったのであり，彼らは戦後'1JMの問躍であったといえ
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商品TIli議員

角竹・SJl竹

間 l前 竹

サラ シ竹
一一一一一

女 4け

ク ロチク

潟nq刻

j111 

控訴

銘竹合板

ゴマ竹待;の

j総力fI I 品

よし 2ドード

人工ススダケ

炎…3 C};1.~の仕入うも及びJl反苑うも

(1) C肢の商品別仕入先

仕入先(地域) 仕入先の議鍛

京都市間京区 )般家(伊) 7悦
年間仕入5000本 加工染者(2倍) 30% 

滋賀線近江八眠術 加工芸提唱者 2五百

ヂ~錦繍~III T1J 産地間際 1応

和歌山県日高IsJ ? 

京都市間京区 i認
噌』司・ ー・-• 

加工業者

京都市お京区 80% 加工業者

i潟崎市 205与問 綴

京都市関京lZ
お京区

加工芸疑者

滋賀県飽設JlInIJ 加工染者

京都府向日ili 加工業者

(2) C胞の建築用竹材j仮説話うも (3) C践の3終結別販売先数

j仮おうも業怒 販売先数

北海道・東北地方 20% 材木・銘オミ苅・建材!潟 135脂

:I~ 陵地方 こζ J議 }r!l 50届

中関池万 地方の竹;材潟 15}お

東海地方 15~百

京都市内 15% 

そ の {出 30% 

ょう。

なおC胞の仕入・版斑状況は袋一 3のとおりであるが，ここでの特徴ぞあげると次のようにな

る。

①建築用竹村については，会悶から広く仕入れており， I関脇としての品揃えを行なっている。

r:tlでも人工、ススダケは近年，京都の加工業者がIJ目指した謝!日で・あるo ζれについては後述す

る。

@J税指先は北海道・Jt~:1む・北|磯地方が中心であり，東京15TI可への比重は小さい0

4) 小括

以上，戦後から るまで 3段階にほ分して，京都における強諮問竹;jY1路地の形成・確

立の過程をみてきた。

まず詳~ 1段階では，銘竹間擦が成立す岨ると共lζ，銘竹の512践と販売が本格化ずる。京都の独自
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商品ともいえた角竹.[関鶏1泊宜

|目階1狩努でで、あつたが， これこそ，まさに産地の形成期であった。しかし，銘竹間践は米だ主導的な:iI)坊

にあったわけではなく ，J.沼地形成の故大の法燃となったのは，銘竹強政技術であったといってよ

し、。

次lζ第2段階になると，銘竹間巌のj我々な対応がみられた。…方では， ï荷r~!l:t法成の拡光と線路

の拡大札他方では製品加工業者の税1IDi的な育成をはかった。そのFいから，やがて新強材ともい

うべき近代的な建紫竹材がいくつか誕位した。それは又， 製品加I羽長者の技術部都jmでもあっ
た。援するに，第1段附の銘竹i千nM!競iむから，加工製品在中i¥lll!にすべく問展三区議による路地の再

編が行なわれたのがこの節2段階であった。

最後の 3段階は，いわば産地の確立期である。節2段献では部総された加工技術が鉛竹合桜と

いう Jf~で結晶した。それは，朕材料の生践者たる銘竹主主!議議者， これを受けて加工を行なう製品

加工諜者，それに主導者たる銘竹i潟躍という三者が，それぞれの技術や機能を十分に発捕し，そ

ぞれが有機的につながることによってはじめて誕自し，京都の主力商品になったことに大き

|沫がある。

ζの銘竹合板~戦略商品として，銘竹間躍は会問への販売らより拡大し，同時に，銘竹間隠，

銘竹~腔諜者・製品加工業者がより安定的な地位を確保したことをもって， この節3段階を産地

の確立j関と規定するのであろ。

5. 今後の可能性と問題点

1) 今後の可能性

ζ れまで~'l!，てきたように，京都という建築荊竹材E在地の形成・限立には，銘竹産技術と製品

加工技術の水潜のさが大きな盟国として働いた。今後もそれらの技術はいっそう改良されて品

授の|向上を災現し， 9!1乙新しい商品を生み出していくであろう。

そして史!tl支部の間IIU地域には，今までみてきたような銘竹生路者や製品JJf!工業者の仙に，ど

ららかといえば建築r1Wriイ・よりもむしろ，それ以外の各蹴の竹製品を生産加工する議者がいくつ
か容在している。 (ζの識者を竹製品加工議者と|浮ぶこととする。 )ζζでζれら竹製品識者lζ

段目するのは，彼等のもつ商品開発の企繭力と加工技術の水椴の商さゆえであり，そこから今後，

支silfHfJ竹材としての新製品が誕生ずる可能性が大いにあるとJ[J，われるからである。その可能性は，

次にみる，彼等の今までの波間過;院から十分に窺うことができょう。

竹製品加工諜者Eの例:戦前のモウソウダケ噂門開館の系譜をひくものであるが，戦後は主と

して，強築用材以外の竹製品の加工.染者として展開してきた。 B自の主な取扱浦品の措移をみて

みると，表-4のとおりである。 l焔I:1HfJの竹製品からはじまり，建鍛材としての竹欄間もすべて

当路が開発し加工を行なってきた。オイルシ沼ツク以後は竹細工製品の仕入れ脱を中心lこした

が，現在はび当日での加工を諜活させている。萌11主年間 2........3億円の路上4をする大手の竹製品

ある。 ζの展開のrl:tで， とくに特1lJ史的であるのは， もともと建ilf~P日竹材以外の竹製品加工

梁者であったE肢が，401，下肢には建築用材としての竹都昨日を独自に開発し，これ金京都銘竹間鼠

をj現じて全[;s!Iζ販売したこと，そして数年間にわたって，京都銘竹間鼠の主力商品になったとい

うことである。又現お， きわめて多穂類にのぼる竹細工.製i弘制仕入れj仮認する一方， しだいに I~I

社加工比率を上昇志せる '+1で，新しい独自の荷日1~開発し服売~始めている。その 1 つに，照明

器共メーカーとタイアップした竹製照明器具があり，売上げはj阪調である。9!1ζ，竹製智:週間共.

の改良と閥苑に取り組んでいる。
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年度

!問34主f.
"-'40年

1I日40年
-48年

IlB491:f. 
~50年

111'151伴

以降

竹欄 It¥J

竹おIJ工製品

(F11 .高級品〉

竹細工製品 60% 

引点加工品 405百

議-4 刻r，5の主力商品の扱移

仕入先又は原材料 販路先 その他

り

竹製品加工毅者Fの拶U:戦前の竹材仲良人の系識をひくものであるが，現在 lζ 諮るまでに

は，突にめSましい動きと変遷があった。その過程と現在の売上l衛!結構成をみると諜-5のとお

りである。戦後しばらくは仲鼠人であったが， 30年代陶前半には銘竹主主!選議者にil反換した。つづい
て40fF代に入ると耀闘用組1:国の新製品「商Jlj坦Jを独自のデザインカn工して売り出し， ζれがか
なりの路上を災現した。また45年には，長野県染者に技術と資金を提供して，人工ススダケの開

発ぞ開始し， 48年;乙成功した。この人工ススダケは現窓，主に京都銘竹間躍をi混じてさ仕組l乙減売

されている。 F践が独自に開発した拙;国と人工ススダケ19)とで， F J;!;の路上げの 50%~旨占めて

いる。

更に技術的な部でいうと， 昭和初年以i凡 さ当);5からすでに 7i5の従議員(加工技術者)が独立
し，京都における製品加工諜者の中胞となっている ζと，また，現在，特殊な羽根をはじめ，竹

製品の特殊な注文生産のあらゆるものに応じている ζ とをみれば，当 l~)古の加工技術のレベルの

おを十分に知る ζ とができょう。そうした多額悶にわたる製品加工技術1i?I&IK使して， I~I 下， う

るし強り茶道具の説作径はじめている。

以上みてきたように，おj古FI;5の特徴喜子あげると次のとおりである。

①独自で開発した商i弘を器鍛として経常を展開し拡大してきた。

③多額沼の竹製品を力10二し取扱う中から，漣築用竹材としての全く新しい製品を生磁ずるアイ

デアと技術力をもっている。

なりζれらの新しい商品は，京都銘竹間躍の民聞にも大きな味&もった。

そして現在，恐らく京都にはこうした竹製品加工諜者が他にも多数子在し，都j源的な生E護活

動ぞ行っているとみられる。彼等の ζ うした高度な技術と点抜したアイデアは，京都建築用

竹i>1陵地で、の新商品開発の府の d1i?訴すという J誌で，京都のひとつの特徴であると問時に，
今後の京都底地民間の大きな可能性そも認味するものである。

2) 問題点

ではJ議後に，京都建築用竹材地のもつ様々な問題点の!ゃから，特徴的なものについて述べて

お ζ う。

1ち竹・関1日竹・ゴマ竹・サラシ竹といった錆竹類のほとんどすべてが，京都商111地域援のモウ
ソウダケであるが，ここから生じる問題が 2つある。

筋1は，銘竹の生践地である四111地域が，京都の市開地域と隣接しているところから住じる問

題である。最近数年の聞に，閉山:Ull:lilJlIζ人口数万人&収容するニュータウンが建設容れ，膨大な



淡-5 FJ2:iの股Ut1巡視と現在の商品構成

(1) l"frsの股関過程

(2) 

:If! !支

昭和25年

26年

30年iiiJ代互い

3M1ミ

4Hi戸

48年

5Mr: 

をfj: 政

花筒~~鐙開始
一一一一一一一

角竹・図iiiH守生態開始

角袖ブ竹羽マ竹生・伎図成;E開窃rt竹本始E務K桜木絡化 (京都銘竹間燦へ版潟)
イじ{ハシ・ゲ京タ用都業大者阪・奈良3終結・へ
建築用 へ

策京銘竹市場へ共同出荷(銘竹獄)

ffU主立の新製品 fE立111羽j開発

人工ススダケ側発

うるし強り煎茶道災総Yi'

販売先

商品の明郵11

iI!iはIt区及び特殊;湿の注文
佐藤品

52 先

・付1閑地方の竹材商

筒 15% 陶芸支加工品H::t心 京都?自坊出入り業者
米生流家元納入

人工ススダヶ i 20.9百 ; 下総力fI工主主政品 京都・大i仮設1竹間総
Jt!京鈴木市場

角，['セ・関商竹
ゴマ竹 20~百

注文俊J後I'ii'~ 8% 

カゴ凝1(容分程)
網代(白紙絞〉

京都・火駁・東京の銘木・銘竹
間協，ゴマ竹j約加工務(京都)…
部フランス輸出ま義者-
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竹林が消滅したし，現おもなお，宅地化がコンスタントに進行している。 ζ うして京都銘竹の往

路基盤であるモウソウ竹林が絶対的に減少しつつある。

また，竹林所有践芸誌の迎勤謙業イちによって，モウソウ竹林の手入れ不足や放慢される事態が進

行している。銘竹生践には，集約的i乙管却された竹林が必要なのであるが，銘t守主主箆のための前
提条件が惑イむしつつある。

第 2 は，銘竹の1'11の角竹や5[1.竹をl=.i草するにさ~I つての問題点である O 免竹・s!l.竹の佐渡には，

生践業者が竹林般家からモウソウダケのタケノコを践付けて，それに木枠をはめて成!L!加工をす

る。タケノコの関付うもが，とくに1謀議農家ないしはそれに泣い;場合は，間じ竹林で食用タケノコ

ぞ悶11寺に耕地している。京都商Lllの食用タケノコ生践には，とりわけ集約的な智加が行なわれ，

そのタケノコは生鮮食料iftltとして同値で販売されている。 ζのように，銘竹生産竹林とタケノコ

E佐藤竹林とは翠なり合うので，従って，銘竹生E器用タケノコと食用タケノコとは j悩格的に競合し

合うことになる。つまり，食用タケノコの{，I!i格動向が， l[誌に銘竹生im用タケノコイ印i格を規定する
ことになるのである。西山政タケノコが食提品化して，ますます価格が上昇する ζ とによって，
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銘竹生践コストもしだいに上昇傾向をたどらざるをえない。これは，竹林の絶対的減少によって

ますます拍取がかけられる ζ とになる。

京都という建築用竹材陵地は，今なお銘竹鋲の生践に 1つの基盤創設いているのであるが，し

かしその銘竹の生陸自体に， ;l在年とくに不安定な e盟関が増加しているのである。

引用文献及び住釈
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のが517.竹である。共に，モウソウダケのタケノコに木枠をはめて，閥均ゃ長方形をした竹材iζjお盟加工す
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の伎競が可能である。なお，枠入れをしても問fIJや後方形にならず，失敗することも多い。

。i滋[筒竹，fち図街竹:.1二犯の角竹の求問lこ，まだら紋I隊舎発生させたのが角阪間竹であり，メL竹iこ発生させ
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O ザラシ竹:竹材淡iiiiの総色&総出して自くした竹Mfeいう。伝統的な潔白方法iまj災火による157:1.:.でめるが，
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用途lま慾築内談剤feはじめとして，銘竹合j授にも用いられる。

2) 注 1)のjち竹・5jZ竹の攻参照

3) 注 1)のサラシ竹の演参!烈

の その允駆が藤;)1:).ぷニであった。明治21年初lJ.nli!j::まれ，京大建築学科卒業後，竹下村工務践に入社。ピル設
設H乙手腕 féふるうが，大正1O'<1~京大慾築学科助教授となる。慾綴設備の議出HlI~する1'11で，先駆的な工
学研究や住宅研究へと入っていく。その後茶宣伝守合む住劣慾築の設計・のみに終始した。京都市のi階部乙諸11
3都大 111~r{8~せに央臨東住宅ぞ次々と慾て， 自ら J沼住した。その i つが fr泌竹)~fJであり，そこでは附子j市の茶
慾が設けられ， flJ風と洋)!Ii¥の総ーが獄;みられた。またその茶室包でのilll}}!な紫材として竹材が用いられた。
5) H: 4)参照
防総IJI正:住宅の50'<r
新建築 昭和信3宅史11月13・臨時i科刊23ぺ-:/(1976) 
7) I!例目301，ド 滋賀i度税ll:j5 役~I・谷口説郎
ff日和331戸 総長支龍三虫1l1S15 設計- でfE1Ui.十八
IW~和35均三水谷八議子:邸 設計予知到双十八

8) 昭和39年京都間的つる絞 殺苦i・74悶I.li十八
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9) 昭和134(，;ド京都都ホテル伎水関 投m・村野勝お
10) 11) 横山.iE:前掲殺:24ページ (1976)

12) 新惣築 1l/3;f:rl住宅史11月号li!.hU寺地千日 140ページ(1976)
13) びわ淘IJj初ζ生えるよしを合板iζ限りつけて天井;{はや殴材としたもの。竹製品ではないが，竹網代や竹のと

くさ張りと肉類のものなので， ζれら認してボード~~lともいう o
14) 注1)のコーマ竹の項参照

15) 図i1iît'r・サラシ竹・ゴマ竹などの炎衡をスライスして，合;絞~r.~.民りつけたもので，滋材，天井材， fj(材な
どと用途は広い。いわば，天然ツキ;阪の特殊合;{J3Zと閥矧のもので，楽界では竹ボー lごないしは竹j世iボード
ともいう。

16) ここで銘竹間躍というのは，角竹・閣制竹・ iLj I溺同竹・ゴマ竹・サラシ竹をはじめ令額の銘竹制収扱う ~O
爆をさすo

ìt，こ，銘竹住践とは，角竹・~商竹・角関ïfrî竹・ゴマ竹・サラシ竹を生産するととぞおす。主主陵地域とし
ては京都Ti!illJ:t!lJ域である。

17) 製品加工とは，銘竹を中心とした竹材を原材料として，廷に付加価総の商い製品1i?!:t:践することをいう。

ζζでは， )総力日こにぬや銘竹合絞など殺さし，訟を誌にはよしボードや鍛綬・;多額も ζれに入る。

18) 現在大阪には 2""'3 J;5の銘竹関騒がある。
19) 本来のススダケiζ対して， ζれ1i?人工的加工したものが人工ススダケである。一週間ていど燦:肢で燃して

作られるが，J1R竹は京都li!lfのモウソウダケが適しており，日当りの孤い竹林の 3"-'4!Jド伎のもののゆから
!1! f乙遜ì'lなが巡ばれる。この~'Iな15法がなずかしい。製品はそのままで内装用 lζ使用されるのが散も多い。
なお{iIfi;{創立本来のススダケの%である。

またとく後近，京都の加工業者が， E県Uf~処I却によるススダケ生産 1i? U詩始した。

Resume 

The bamboo p1'oducing' cente1' fo1'・ building'matel'ial日 wasfo1'med in Kyoto afte1' the可iVo1'ld 

War ]1. The main factor of the rormatiol1 did 110t only depend on the existence of J apanese 

traditio混乱1thiぉg'sin which bamboo had be used vel'y often (such as tea-cer・el110nyroom， 
Sukiya a1'chitectu1'e乱ndclassical g'arden)， 01' the 1'ich l'esource of bamboo in Kyoto. 
Acco1'ding' as the demands or bal11boo ro1' building' materials inc1'eased， l11any bal11boo-
whol邑sale1's，bal11boo-p1'il11al'Y p1'oducers and bal11boo-manuractur・e1'sw己1'C g・radually bo1'ぉ
in Kyoto. 

And thc bal11hoo p1'oducing cente1' ror huildlng' l11aterIals in Kyoto was rormcd and has 

heen cOl11pleted by the 1'e1叫ionbetween the three partics through three steps. 

1 st step The coorpor乱tionhetwecn the w ho1esalers乱ndthe primary producers rormed 

the producing cen ter. 

2 nd step Th邑 producingcenter was l'eol'ganized by the who1esalers 日upportingthc 

man uracturers. 

3 rd step The producing center has heen comple1ed by the whol邑sa1ers，the prim乱ry
prod~cers and the manuracturers who brought into rull play 仙台irrunction actually. 




